



Research of the change in awareness by an appreciation of music




Department of Child Development
































































対 象 者： 環太平洋大学次世代教育学部こども発達学
科学生，教員
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て重要視しているポイントであるが，その大切さを学
生達自身が改めて再認識したという点で，本公演は有
効であったと考えられる。自由記述欄の代表的な回答
を，次に示しておく。
・表情や強弱があるだけで，その歌の絵（情景）が
見えてきた。
・表情がついていることで，歌詞がよく頭に入っ
た。
・歌声だけでなく表情でも表現をしていて，凄いと
思った。楽しそうに演奏しているのを見ると気持
が良い。
・表情がとても良く，目や眉がしっかり上がってい
た。強弱もしっかりとついていた。
・自分たちが普段練習している曲とは思えないぐら
い，全く違って聞こえた。歌詞にあわせて表情も
変化していた。
・歌詞によって歌い方を変化させていて，言葉も聞
き取りやすかった。
・童謡には短い歌の中にストーリーが詰まっている
と気づき，とても楽しかった。
・保育者として子ども達を教育していく中で，音楽
はとても大切だと改めて感じた。
・このような機会をもっと増やしてほしい。
　クラシック音楽の音楽鑑賞に関する意識変化に対す
る設問では，次のような回答結果を得られた。自由記
述欄にも次回開催を望む声が多く，幾分能動的な結
果ではあるものの，CDなどでは得ることのできない，
生演奏ならではのクラシック音楽鑑賞の醍醐味を伝え
ることができたと考えられる。
表３　 今後もクラシック音楽の生演奏を聴いてみたい
と思うか
積極的に聴きに行きたい 22.2％
機会があればホールなどで聴いてみたい 50.0％
学校で開催するなら聴いてみたい 25.0％
CD等でなら聴いてみたい 0.0％
聴こうとは思わない 2.8％
Ⅳ．まとめ
　アンケート結果からは，当初のねらいである「保育
者を目指す学生の豊かな抒情性や表現力の育成」に，
一定の効果があったと考えられる。中でも，奏者の表
情の豊かさに注目した学生が予想以上に多かったこと
は，特筆すべき点であろう。とりわけピアノの苦手な
学生は，読譜や演奏だけに集中してしまい，その都度
指摘をしても表情作りにまで意識を向けられない傾向
にある。楽器から離れ，一聴衆として奏者に注目する
ことで，表情やダイナミクスなどの「音楽表現の豊か
さ」を客観的に認識し，その重要性を再確認すること
ができたといえる。さらに，「音楽学習意欲の向上」
にも一定の効果があったと考えられる。この好影響の
恒常性については継続した調査が必要であり，今後の
研究課題としたい。
　本公演は，クラシック音楽を聴く習慣の無い学生達
が対象ではあったが，聴く事に集中しながら，奏者の
様々な表情や仕草にまで目を向けていたようである。
終演後の梅村氏に謝意を伝え，談笑している様子は，
企画者として大変嬉しい光景であった。普段学習して
いる童謡だけではなく日本歌曲の中でも演奏難易度の
高い曲目に支持が集まったことも併せ，今後，学生を
対象とした構内演奏会の開催意義に充分なりうるであ
ろう。
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